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私たち神野工務店では、家の基礎部分である「木材」「耐震」 

「気密」「断熱」にこだわりを持って家を建てています。 

建ててしまうと隠れてしまう部分だからこそ、弊社は家づくりを考えている 

お客様に、基礎、構造、完成と、私たちが建てている家の全てを 

隠すことなく見ていただいております。 

弊社は第三者機関の厳しい検査のもと、全棟「①地盤調査→ 

②配筋検査（基礎）→③躯体検査→④気密検査→⑤完了検査」 

を行っています。 

【耐震等級 3＋制震】の地震に強く強固な家づくりに取り組んでおり、そのために①地盤調査、②配筋検査、 

③躯体検査は、耐震等級 3 の住宅を建てるためにとても重要な検査です。 

さらに、構造には一般的な在来工法ではなく、飛行機と同じ「モノコック構造」の「軸組パネル工法」を採用して

います。在来工法では、揺れが発生した際に、耐力壁となる筋交いが耐えられなくなり、折れてしまうことがあり

ます。また、コストが安い建て売り住宅に多く使われています。 

制震については、制震テープを採用しています。このテープは粘着力が非常に強く、躯体と断熱材の間に挟むこと

で、地震の揺れを効果的に吸収し、繰り返しの地震で発生する釘の浮きや外れを防止してくれます。 

築 40 年の建て替えのお問い合わせも増えています。 

新築を考えている方は、ぜひ神野工務店にご相談ください。現在、7 棟の新築が進行中です！ 

是非インスタグラム「＠kamino.koumuten」をフォローして、イベント情報をチェックしてくださいね☆ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


